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2020/1/31 2020/2/7 変化率
0.7926 0.7991 +0.82%

2020/1/31 2020/2/7 変化幅
6.680 6.584 -0.096

週初、新型コロナウィルスの感染拡大懸念によるルピア下落を受け、
BIは為替介入したものの、一時約3週間ぶりの安値を記録しました。
その後、中国の景気対策への期待や、株式市場の続伸などを背景に
ルピアは上昇しました。週末には最大貿易相手国である中国の新型
コロナウィルスの感染拡大の影響により2020年のGDP成長率が政
府目標を下回る可能性を示唆したことが嫌気されましたが、外貨準
備高がグローバル債券の発行などを背景に2018年1月以来最高と
なったことも好感され、週間では対米ドル、対円ともに上昇しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2020年2月7日）

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2020年2月7日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2020年2月7日）

［株式市場］

［債券市場］

新型コロナウィルスの影響は限定的との見方などを背景に、インドネシ
ア株式市場は週間で上昇しました。週初は感染拡大と世界経済の
減速懸念などに加え、2019年のGDP成長率が政府目標を下回った
ことなどから下落しましたが、政府高官が国内経済への影響は限定的
であると述べたほか、インドネシア中央銀行（BI）による金融緩和政
策維持への期待、中国政府が一部の米国製品に対する関税を引き
下げると発表したことも追い風となりました。
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（対象期間：2020/2/3～2020/2/7）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2020/1/31 2020/2/7 変化率
5,940.05 5,999.61 +1.00%
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インドネシア10年国債券利回りは低下（価格は上昇）しました。週
初は新型コロナウィルスの影響が懸念され利回りは上昇したものの、
その後の中国の感染拡大防止措置や景気対策期待などからリスク
選好志向が強まりました。また、国債の入札が引き続き好調であった
ことも利回りの低下につながった他、BIが金融緩和政策の維持や利
下げ以外の緩和策について述べたことも好感されました。
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